
～熊本県内の放課後子供教室及び学校支援活動等の多様な地域学校協働活動に関わる皆さまへ～ 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和７年度は、１７チーム・８３名のボランティア登録があり、 

８５回・１０４人を派遣しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

体験活動ボランティアチームを活用しませんか

市町村の担当者や地域学校協働活動推進員の方から、下記へ申込みください。 

問い合わせ・申込先は、熊本県教育庁市町村教育局社会教育課  担当：小松 元樹 

電話：096-333-2698 メール：komatsu-g-dk@pref.kumamoto.lg.jp                         

詳しくは、ホームページにアクセス！ 

https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/list186-582.html （体験活動ボランティア派遣事業） 

大学生チーム「けんだいせい」 

によるレクリエーション 

 

体験は子供を豊

かに、そして…、

たくましくする！！ 

熊本県教育委員会では、子供たちに豊かな体験活動を提供してくださる大学生、企業、地域の皆様によるボランティアチーム

を編成し、県内の小・中・義務教育学校において、体験活動や交流活動を行っています。 

（体験活動の例）絵画、工作、実験、音楽、演劇、落語、手品、英会話、スポーツ、料理、読み聞かせ、そろばん、野外活動など 

「バルーンアートの熊おじさん」

によるバルーンアート 
「あそＢｅ隊（あそびぃたい）」 

による楽器を使った遊び 

「あしきた青少年の家」による 

ニュースポーツ 

【活用した方々の感想】 

・ギターやペットボトル等を使った楽器、鼻で奏でるリコーダー演奏、世界の挨拶に

関する歌、じゃんけんゲームなど、子供たちを引き込む要素が満載の大変楽しい

時間だった。また、聞くだけではなく、体を動かしながら一緒に参加できた事でよ

り楽しく学習することができた。 

・新しい遊びや読み聞かせの手法など様々な部分で工夫されており、児童が集中し

て話を聞く姿が見られた。児童が知らない初めての体験をすることができ、「面白

かった。」、「楽しかった」と感想を持ち、とても有意義な活動になった。 

・児童の興味を引くわかりやすい説明と丁寧なレクチャーをしてくださり、それぞれ

集中してバルーン製作の体験をすることができた。出来上がった作品を見て、児

童はとても嬉しそうな表情を浮かべており、大きな達成感を得たようだった。 


